
審議会等の会議録
	会議の名称
	平成２３年度第３回座間市地域保健福祉サービス推進委員会

	開催日時
	平成２４年３月９日（金）午後１時３０分～３時００分

	開催場所
	市役所４階４－２会議室

	出　席　者
	（委員）

出席：金井雅仁委員、加藤興和委員、座間アサ子委員、
大友奉委員、田中誠一委員、久保田芳洋委員、豊福義彦委員、
佐藤節子委員、小林征司委員、平田理絵委員、北原稔委員、
稲垣文野委員、長谷川昌夫委員
欠席：中川正行委員、戸矢諄子委員
（市）

健康部長、福祉部長、介護保険課長、福祉長寿課長、障がい福祉課長
介護保険課２人、福祉長寿課４人（うち事務局２人）、
障がい福祉課職員２人

	事　務　局
	福祉長寿課

	公開の可否
	☑公開　　□一部公開　　□非公開
	傍聴人数
	０人

	非公開・一部
公開とした理由
	

	議　　　題
	⑴　高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画の改定について
⑵　障がい者計画・第三期障害者福祉計画の改定について

	資料の名称
	⑴　高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画（平成２４年度～２６年度）（案）
⑵　意見に対する計画への反映について

⑶　障がい者計画・第三期障害者福祉計画（案）
⑷　前回からの変更点等

	会議の内容
	（事務局）平成２３年度第３回座間市地域保健福祉サービス推進委員会を開催します。
まず初めに担当部長の髙面よりごあいさつを申し上げます。
≪福祉部長あいさつ≫

（事務局）続きまして会長よりごあいさつをお願いいたします。
≪会長あいさつ≫

（事務局）それでは、ここで委員出席状況について報告します。２人の委員が欠席ですが、過半数の出席をいただいておりますので、本委員会の設置要綱第７条第２項の規定により、本会が成立しますことを報告します。

それでは議題に入らせていただきますが、議事の進行につきましては要綱第７条第１項の規定により会長にお願いします。
（会長）はい。それでは、議事の進行に御協力をお願いします。
事務局に確認します。本日は傍聴人の申し出はありますか。

（事務局）ありません。

（会長）それでは議事に入ります。⑴　高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画の改定について、前回からの変更点について担当からの説明を願います。

≪福祉長寿課長説明≫資料⑵に基づき説明
（会長）担当から説明がありましたが、御意見、御質問がありますか。
御意見、御質問ないようです。本日も含め３回にわたり審議を行い、委員から様々な補完、改善の意見がありました。本日は担当から事務局での受け止め方、扱い方が示されました。おおむね意見が反映され、計画に記述することの難しいものについても事業実施の際に検討していただけるということのようです。

これらを踏まえて、この計画（案）について当委員会として、了承ということでよろしいですか。委員の挙手を求めます。

≪委員全員挙手≫
（会長）それでは、当委員会ではこの計画案を了承したものとします。なお、前回小林委員からの指摘もあり、今回の変更で示していただきましたとおり、この計画の評価、次回改訂につきまして、当委員会にお諮りいただくことを申し添えます。

では、議題⑵　障がい者計画・第三期障害者福祉計画の改定について、に移ります。

≪障がい福祉課長説明≫資料⑷に基づき説明
（会長）担当から説明がありましたが、御意見、御質問がありますか。
（Ａ委員）前回の指摘事項に対して丁寧に対応していただき、ありがとうございます。語句の整理について１点お願いします。Ｐ１９・９３に「成年後見人制度」とありますが、Ｐ７６では「成年後見制度」となっています。「成年後見制度」ではないのですか。
（障がい福祉課長）御指摘のとおりです。修正いたします。

（会長）ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ａ委員）Ｐ９で部位別の手帳、所持数となっているが、合計の数値が積み上げになっています。重複障がいはどうなっていますか。

（障がい福祉課職員）等級の重い方に加算し、重複させていません。

（Ａ委員）障がいの種別として、その部位に障がいのある方が何人いるというのは重要なことです。重複の数値を入れて、その旨を注記した方が良いのではないですか。
（障がい福祉課職員）福祉長寿課で、毎年発行している保健福祉の概要に、重複しない数値で掲載しているため、これに合わせた表記にしています。
（Ａ委員）それでは、重複を省略している旨を記載した方が良いと思います。
（障がい福祉課長）記載させていただきます。
（会長）ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ｂ委員）Ｐ７２日中活動系サービスについて、前回の記載内容と異なり、児童発達支援、放課後等デイサービスなどに関する記述がありませんが。
（障がい福祉課職員）当該サービスについては、児童福祉部門となるため、削除いたしました。
（会長）ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ｃ委員）これは要望なのですが、法で規定されている虐待防止について、虐待防止センターが必置となっています。県内でも知的障がいについての虐待が多く、特に障害年金が親族の生活費になってしまうといった問題が多発しています。こうしたことかた、センターは看板だけでなく、人員体制をしっかりしていただきたいと考えています。
（会長）では御意見ということでいただきます。ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ｄ委員）本会での審議結果を反映していただいており、前回の素案よりも分かりやすくなっていると思います。１点質問なのですが、「障害」と「障がい」の表記がありますが、使い分けについて教えていただきたいと思います。
（障がい福祉課長）新総合計画に合わせて、組織名称も「障がい」の表記とさせていただきました。

（Ｄ委員）分かりました。続けさせていただきます。用語の解説を入れていただいて良かったのですが、何ページに載っている用語なのか分かりません。今回の記載の仕方でページを表記するなり、或いは脚注表記なりしていただいた方が見やすいと思います。
（障がい福祉課長）用語解説に記載している用語については、計画の中で頻出するものなので、このようにまとめましたが御意見をいただきましたので、記載方法を検討したいと思います。

（会長）では御意見ということでいただきます。ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ａ委員）Ｐ９６に「教育療育」という表記がありますが、「教育」の記載誤りではないですか。

（障がい福祉課職員）引用している文書ですので、確認させていただきます。

（会長）ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ａ委員）虐待防止については非常に重要な取組内容になると思います。詳細は検討中出るとは思いますが、Ｐ１７の権利擁護・啓発の項目にも記載しておいた方が良いと思います。

（障がい福祉課長）はい、記載方法を検討したいと思います。
（会長）ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ｃ委員）Ｐ９２「知的（精神）」となっていますが、法改正で統一されたのではないでしょうか。

（障がい福祉課長）修正します。

（会長）ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ｅ委員）「民生委員・児童委員」と「民生委員児童委員」との二つの表記がありますが、「民生委員児童委員」が通常だと思います。

（事務局）民生委員児童委員の事務局として申し上げますが、御指摘のとおり、通常「民生委員児童委員」の表記を使用します。併せて、Ｐ９５の表記について民生委員としての役割に限定されるので、「・児童委員」は削除した方が良いと思います。

（障がい福祉課長）修正します。

（福祉部長）字句のお話がありましたので、訂正させていただきます。Ｐ９４「教授」は「享受」の誤りです。また、これは数値の訂正ですが、Ｐ５８特別養護老人ホームの「３」は「４」箇所、合計欄の「４」は「６」箇所に訂正させていただきます。これは、協力していただける施設が増加したことによるものです。

（Ｆ委員）Ｐ４７地域見守りネットワークに関して、自治会の記載がありません。自治会やコミセン、警察、民生委員など多様な団体をこのネットワークに取り込む必要があるのではないですか。
（福祉部長）地域見守りネットワークは、第四次総合計画で重点項目としています。このため、２３年度に立ち上げる予定でしたが自治会の加入率が年々減少しています。地域での自治会加入者、非加入者の連携は難しく、地区社協などを通じてトータル的にコミュニケーションが取れれば良いと考えています。
（Ｆ委員）コミセン管理運営委員会には、様々な組織が参加しています。これを活用すれば良いと思います。
（福祉部長）貴重な御意見として、立ち上げの際に生かしていきたいと考えます。

（会長）では御意見ということでいただきます。ほかに御意見、御質問がありますか。
（Ｆ委員）Ｐ４７、本委員会の位置付けですが、改訂の際に計画の素案に対して検討を行うということだけではなく、高齢者福祉計画と同様に、計画の評価、素案の策定にもかかわっていくべきだと思います。
（会長）では御意見ということでいただきます。ほかに御意見、御質問がありますか。ほかにないようですね。

それでは事務局、本日の御意見による修正内容は、後日、訂正内容の表とともに正本を送付してください。

委員の皆さんにお諮りします。この計画の内容について、了承ということでよろしいですか。委員の挙手を求めます。
≪委員全員挙手≫
（会長）それでは、この計画において評価、見直しに本委員会を位置付けていただき、本委員会をしっかり機能させていただきたいと思います。
それでは、これで議事を終了します。

（事務局）それでは、閉会させていただきます。長時間の御審議ありがとうございました。
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